参加申込用紙は、表紙頁を除き5頁綴りです（2019年10月1日版）

参加申込用紙一式（GONGOVA現地研修プログラム）
申込書の御提出にあたり、以下の点に御留意下さい。
１
申込用紙（ワード形式のフォーマット）は、この表紙ページを除き、A 4サイズ5ページのセットになっています（「ページ1：参加申込者の連絡先・所属等」、「ページ2：参加希望の理由」、「ページ3：緊急連絡先と保護者承諾書」、「ページ4：同意書（生活姿勢と自己責任について）」及び「ページ5：肖像権承諾書」）。
次の手順で申込書提出作業をお進め下さい。

(1)
パソコン等端末上で申込用紙へ必要事項をワープロ入力されたものを、プリントアウトして下さい。或いは申込用紙をプリントアウトされたものへ、必要事項を手書きで御記入下さい。
(2)
上記 (1) で作成された申込書の所定箇所へ、御署名或いは御捺印下さい。プログラム開始日時点で年齢が20歳以上の方には、上記の所定箇所は2カ所（ページ4及び5）ございます。20歳未満の方の場合、更に1カ所（ページ3、保護者の御署名或いは御捺印）加わり、合わせて３カ所ございます。
(3)

上記 (2) で署名或いは捺印済みの申込書を、スキャナーでパソコン等端末へ取り込まれPDFファイル化を行なって下さい。スキャナーの御利用が御無理な方は、署名或いは捺印済みの申込書をスマホ或いはデジカメで撮影され、写真データ化を行なって下さい。（その際、当方でデータをA 4用紙へプリントアウトした際に内容が明瞭に読み取れる様に、御配慮下さい）
(4)
上記 (3) で、スキャナーを御利用の方はPDFファイル化された申込書を、他方上記 (3) で、スキャナーの代わりにスマホ或いはデジカメを御利用の方は、写真データ化された申込書を、下記Eメール・アドレス宛に夫々御送信下さい。
(5)
なお「署名」とは、自署（御自身のお名前を自筆でお書きになられたもの）を意味致します。
２
申込書を提出される前に、GONGOVAホームページに掲載の、① 該当するプログラムの「参加者募集のお知らせ」（申込締め切り期日の記載があります）、②「参加申込方法及び参加者の選考について」、③「お知らせとお願い」、④「理念と行動コード」を、御熟読下さい。なお上記 ② と ③ は、同一のA4サイズ1頁に収められています。

３
申込書の送信先は、GONGOVA東京事務局の下記Eメール・アドレスです。御質問がおありの方は、御遠慮なくGONGOVAの下記 Eメール・アドレスまで御連絡下さい（担当：野呂・富田）。その際お差支えございませんでしたら、御連絡先のお電話番号をお書き添え下さい。

GONGOVA 東京事務局 Ｅメール・アドレス：　gongovaoffice@gmail.com
４
御提出戴きます個人情報は、当該GONGOVAプログラムの準備・実施・フォローアップに必要な作業に使用致します。
５
GONGOVA現地研修プログラムの主な狙いは、(1) 参加青年達に対して「広い視野と深い洞察力の涵養」に資する機会を、国際ヴォランティア活動を介して提供すること、及び (2) 途上国の支援対象山村に対して「森林資源の保全並びに生活・教育基盤環境の整備」に資する、国際ヴォランティア活動を実践することにあります。前者を幾分敷衍して述べますと、次のように整理できます。

現地研修参加青年達が、山村滞在の体験を通して、自分・他人・社会・自然環境をより深く見つめ、国際協力の切り口でNGOとODAの意義を考察し、人間が個々に有する「人種・民族・国境を越えた掛け替えのない価値」を改めて認識し、タイの経済・社会・文化の特性を学び、アジアの歴史・現在・将来を慮り、ひいては世界平和の構築に思いを巡らし、且つ、寛厳併せ持つスケ－ルの大きな自然と身近に向かい合う試みは、創造的で器量の大きな人格形成に与って大いに力がありましょう。
以上の観点に立ち、発展途上国山村の自然環境保全、生活・教育基盤整備、及び社会・経済発展に聊かなりと資するとともに、参加青年達の国際性、ヴォランティア性、非偏見性、創造性、寛闊性、自立性、及び強靭性を豊かに涵養し、堅実な体験に根差した広やかな夢と希望を語る意気を育て、ゆとりの気持ちと恕（ゆる）しの心根を培い、併せて持続可能な社会・自然の価値に関する認識を一層促すことを目指して、草の根的な国際ヴォランティア活動「GONGOVA現地研修プログラム」が企画されました。なお健康管理上、GONGOVAプログラム参加期間中は、集合時から解散時までの期間、非飲酒・非喫煙の遵守が参加者に乞われます。
プログラム名称：　　　　　　　　　　　　申込者氏名：　　　　　　　　　　　　　

ページ1. 参加申込者の連絡先・所属等
NPO法人 草の根国際協力研修プログラム（略称：GONGOVA）殿

私は､上記名称のプログラムへ参加を申し込みます（下線部分へ大きめの文字で御記入下さい）。
[1]
提出日：           年       月       日
ふりがな：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[2]
申込者氏名：　　　　　　　　　　　　　　
ローマ字：
                                   （注）パスポートと同じ綴りを御記入下さい。
[3]
生年月日：           年       月       日生
[4]
年齢：       歳（プログラム開始日時点に於ける年齢）
[5]
性別：　　　　　
[6]
携帯電話番号：                                 
[7]
Eメール・アドレス：                              ＠                    
（注）
添付ファイルが受信可能で且つ頻繁にチェックなされるEメール・アドレスを御記入下さい。
[8]
自宅住所：〒             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[9]
自宅電話番号：                      
[10]
自宅FAX番号：
                 
[11]
所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（注）
大学生・大学院生の場合は「大学（院）名、学部学科、学年」等を、職業をお持ちの方は
「会社名・部署名」等を御記入下さい。その他の方は「その他」と御記入下さい。
[12]
外国語会話力：（該当する枡内へ「○」印をおつけ下さい）
	程度
言語
	日常会話に殆んど
差し支えない
	片言の会話ができる
	全くできない

	英語
	
	
	

	タイ語
	
	
	

	他の外国語（　　　　　語）
	
	
	

	他の外国語（　　　　　語）
	
	
	


[13]
指導教授のお名前・御所属・御連絡先（大学〈院〉生のみ）:
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（注）大学（院）生以外の方は、推薦状を戴ける方のお名前・御所属・御連絡先を御記入の上、推薦状を御提出下さい。
[14]
今回のプログラムをどの様にしてお知りになりましたか：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ページ2. 参加希望の理由
300～400字程度にお纏め下さい。なお、この「参加希望の理由」は、プログラム参加者の選考過程で主な審査対象となります。


ページ3. 緊急連絡先と保護者承諾書
（I）
緊急連絡先（緊急時の確実・迅速な連絡に備え、申込者御本人とは異なる方お2人の氏名等を必ず御記入下さい｡）

ふりがな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[1]
氏名：　　　　　　　　　　　　　　続柄：　　　　　　　　　　　　　　
住所：〒            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯電話番号：                             　自宅電話番号：                         
Eメール・アドレス：                    ＠               　FAX番号：                  
ふりがな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[2]
氏名：　　　　　　　　　　　　　　続柄：　　　　　　　　　　　　　　
住所：〒            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯電話番号：                             　自宅電話番号：                         
Eメール・アドレス：                    ＠                　FAX番号：                 
［備考］
1 緊急連絡先は緊急時に備えて、一覧表にして参加者全員に配布する予定です。緊急連絡先の情報を参加者が共有することにお差障りがおありの方は、その旨御連絡下さい。
②
緊急連絡先としてお名前を記された方に、以下の点をお伝え下さい。「緊急時には、GONGOVAのスタッフ、或いは参加者が、必要に応じ緊急連絡先の方へ御連絡申し上げます。その際、いかなる場合も送金をお願いすることはございませんので、『振り込め詐欺』等の被害に合われませぬ様御留意下さい。」

（II）
保護者承諾書（保護者の方の署名又は捺印が申込時に間に合わない方は、署名又は捺印を欠いたままの「ページ３」を御送信下さい。その上で後日速やかに、正式に記入された差替用の「ページ３」を、GONGOVAのEメール・アドレスへ御送信下さい。）
プログラム開始日現在の年齢が20歳未満の方は、「参加」、「同意書」及び「参加活動中に記録された映像の肖像使用」に対する承諾の署名又は捺印を、保護者の方から必ず戴いて下さい。

私は、「1ページに記載の申込者が本プログラムに参加する事」、「4ページに記載の同意書の内容」及び「5ページに記載の肖像権使用承諾書の内容」を、承諾致します。
ふりがな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
保護者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　
保護者本人の署名 又は 印：　　　　　　　　　　　　㊞
申込者との続柄：　　　　　　
保護者の住所：〒         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自宅電話番号：                      
自宅FAX番号：                      
携帯電話番号：                                                              
Eメール・アドレス：                                  ＠                          
提出年月日：           年      月       日


ページ4. 同意書（生活姿勢と自己責任について）

NPO法人 GONGOVA 殿

私は、GONGOVAが主催する今回のプログラムへの参加が幸い認められました際には、プログラムに参加中、現地の方々の生活習慣を尊重し、非飲酒・非喫煙・早寝早起きに努め、レンタル・バイク及びレンタ・カーの運転並びにボートの乗船は自粛し、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(こうしょう),哄笑)は慎み、食前の手指消毒の励行等により病気のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(りかん),罹患)を予防し、GONGOVAの主旨に沿った良質のライフ・スタイルを志向するマナーに充分配慮するよう留意致します。なお、同プログラムには自己の責任において参加致したく、参加によって被る不利益及び損害、あるいは第三者に対し与えた損害等につきましては、その責任を貴プログラム1) 、及び貴プログラム引率者等のGONGOVA関係者2) に一切問わないことに同意致します。また、GONGOVAの趣意に悖る行動により、GONGOVA引率者（又はそれに代わる方）から再三の注意を受けたにもかかわらず速やかに改めない場合には、参加資格が直ちに取り消される場合のあること、及びその場合はその後帰宅までに必要な交通費等の諸費用は私が支払うことに、同意致します。併せまして、航空事情・現地事情・その他の止むを得ない事情等により、期間・経路・他の内容に一部変更の生じることも承知致しております。

申込者本人の氏名：　　　　　　　　　　　　　
申込者本人の署名 又は 印：　　　　　　　　　　　　　　　
㊞
申込者の住所：〒         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［ 注 ］
1)
貴プログラムに関する各教育・研究機関、アカデミック・カウンターパート、及びNGOカウンターパート等を含みます。
2)
引率者の監督のもとで、引率者の補佐役スタッフ及びプログラム作業スタッフ等を含みます。
［備考］
1 GONGOVAのプログラムは、「参加者各位が自己の意志と責任に基づいてプログラムに参加され、不測の事態への対処は参加者銘々で御対応戴く」との認識に依拠して実施されます。従いまして、同主旨を何卒宜しく御理解下さいました上、本「同意書」を御提出下さいますようお願い申し上げます。
2 この「同意書」の内容等に関しまして御不明な点がございましたら、御遠慮なくGONGOVAホームページに記載のEメール・アドレスへお尋ね下さい。
本プログラム開始日現在の年齢が20歳未満の方は、保護者の方から、「ページ3 (II)」に御署名又は捺印を必ず戴いて下さい｡

ページ5. 肖像権承諾書
（2019年9月1日版）
NPO法人 草の根国際協力研修プログラム（Grassroots Overseas NGO Volunteer Activity Programme [GONGOVA], Japan) 理事長 川嶋 辰彦 殿

放送大学ICT活用遠隔教育センター・国際ボランティア教育プロジェクト（International Volunteer Education Project [IVEP], Center of ICT and Distance Education, the Open University of Japan）代表 山田 恒夫 殿

チエンラーイ・ラチャパット大学 (Chiang Rai Rajabhat University, Thailand) 教授 チャカパン・ウォンブラナヴァート（Prof. Chakrapand Wongburanavart）殿
GONGOVA現地研修プログラム参加中に記録された私の肖像を「教材」として、下記の通り利用するとともに、上記3者が特に認可する者に同「教材」を利用させることについて承諾します。

なお、ここでの「教材」とは、「広義の教育・研究用資料」（上記3者の教育・研究・ヴォランティア活動関連の広報・報告用資料等を含む）であることを了承します。
記

(1)
「教材」を上記3者の下に保存・配置し、夫々の教育研究、研究協力及びヴォランティア活動に必要な限度内で複製すること。

(2)
上記3者が他の大学及びその他の教育研究機関における教育・研究に協力するため、当該教育研究機関に「教材」を貸与又は供与すること。
(3)
「教材」を教育及び教育研究の目的で、上記3者から「教材」の貸与、又は供与を受けた者が視聴し又は視聴の用に供すること。

(4)
上記3者が教育研究及びヴォランティア活動のために「教材」を素材として利用すること。
(5)
上記3者が教育研究、研究協力及びヴォランティア活動のために、「教材」及び収録素材をインターネットを含む各種媒体で利用し公開すること。

(6)
「教材」を放送大学放送番組に素材として利用し、放送およびインターネットで配信すること。（記録された肖像が、必ずしも放送・配信されるものではないことを了承します）

(7)
「教材」を教育及び教育研究の目的で、上記3者が認可を与えた団体や組織から実費頒布すること。

(8)
「教材」を教育及び教育研究の目的で、上記3者から、国際ボランティア学会等の関係諸学会又は教育関係団体に権利譲渡を行うこと。

上記範囲において「教材」を使用する限り、肖像使用料を請求しません。併せて、著作人格権を行使しません。

申込者本人の氏名：　　　　　　　　　　　　
申込者本人の署名 又は 印：　　　　　　　　　　　　　　　　　
㊞
申込者の住所：〒             　　　　　　　　　　　　　　　　　　
提出年月日：           年      月       日
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NPO法人 草の根国際協力研修プログラム（GONGOVA）


